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１． はじめに          ・・・・・・・・・・・・・・・・3 

























近年著しく低下し、2014 年度で 27 位となっている。また、WEF（世界経済フォーラ
ム）国際競争力レポート (2)におけるイノベーションランキングでは、2010 年に 4 位で






























                                                   
(1) 「The Global Innovation Index(GII)」。INSEAD が毎年発表している国際競争力ラン
キングレポート。  

































































































３ 事例研究  


















                                                   
(5) Makuake とは株式会社サイバーエージェントグループの株式会社マクアケが 2013 年 8
月から提供しているクラウドファンディングプラットフォーム。近年では約 1 億 2,330 万
円を集め、国内購入型クラウドファンディングの中で資金調達金額 No.1 となった glafit
バイクのプロジェクトを出した。 
(6) Makuake 特設サイト「プロアーティストとバーチャルセッション。JVC が音楽ファン
に贈るイヤホンの新体験」 
https://www.makuake.com/project/jvc-mlm/（閲覧：2018 年 12 月 8 日） 
(7) JVC ケンウッド ホームページ 
https://www3.jvckenwood.com/accessory/headphone/special/xe-m10bt/  
（閲覧：2018 年 12 月 8 日） 




































出所 :JVC ケンウッド ホームページ (9) 
 
JVC ケンウッドのホームページ上にある製品紹介は次のとおりである。  
                                                   
(9) JVC ケンウッド ホームページ
https://www3.jvckenwood.com/accessory/headphone/special/xe-m10bt/product/ 
（閲覧：2018 年 12 月 8 日） 
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3.3 クラウドファンディングのスタートから発売まで  




 Makuake でのプロジェクトは 10 月 28 日まで受付とし、目標金額は 100 万円、支援
のリターン時期はその時点で 2017 年 1 月を予定した。  
支援コースは①早割り 100 名限定コースとして 1 個 13,000 円で STUDIO BLACK（ス
タジオブラック）、INDIGO BLUE（インディゴブルー）、VINTAGE BROWN（ヴィ
ンテージブラウン）の 3 色を準備。15,000 円コースとして同 3 色を手配した。  
本プロジェクトは All in 型 (10)であり、目標金額の達成に関わらず、プロジェクト終
了日の 2016 年 10 月 28 日 23:59 までに支払いを完了した時点で、支援が成立するもの
とした。  









本プロジェクトは終了時点で 22,515,000 円もの資金を集め、目標金額の 100 万円に
対し実に 2,251%の実績となっている。サポーター数は 1,541 人もの人数が集まり、ク
ラウドファンディングの成功事例として話題となった。  
2018 年 12 月現在では XE-M10BT という品名で販売されており、AMAZON での販















マルチライブモニター開発プロジェクト スタッフ一同  
 
2016.07.27 
皆様のご賛同を戴き 500%以上を達成することが出来ました。  








皆様のご支援をいただき 700％に達することが出来ました。  
ほんとうにありがとうございます !! 
現在の進捗状況についてご報告いたします。  
                                                   
(11) Makuake 株式会社 JVC ケンウッド活動レポート  



































































マルチライブモニター サポーターの皆様へ  
今回はご支援いただき誠にありがとうございました。  
多くの皆様からのご支援を励みに開発を進めております。  
本日は開発の進捗状況を 2 件、ご案内差し上げます。  
 

























る。この施策によって、ユーザーは Twitter を始めとした SNS、日常生活での口コミ
などでの支援をより強く行っているものと推察できる。  
加えて、プロジェクトスタートから１か月余りで、目標に対して 1000%の支援を獲




















                                                   
(12) Makuake 株式会社 JVC ケンウッド応援コメントページ  
https://www.makuake.com/project/jvc-mlm/communication/supporter/ 
（閲覧：2018 年 12 月 10 日） 

























1000 人突破して、ノイズキャンセル機能も付くと良いですね。  
商品が届くのが楽しみです。  
 
2016.10.08 kazusapporo  
日本のものづくりをする人たちを応援します。  
  私たちも一緒に「参加」して世に出される「作品」を楽しみに待っています。  
  日本の底力を世界に見せてやりましょう！  
 

























































「2017 年 2 月 1 日  だいそん‏ @dyson_jar   
JVC のクラウドファンディングで届いたマルチライブモニターっていうイヤホンが
あるのですが、搭載されてるマイクにより音楽聴きながら周囲の音も聞こえるって
いうことでストリートライブ観に行ったらイヤホンしながら普通に聴こえて大満足   
 









#jvc #マルチライブモニター   
 
2017 年 2 月 4 日   ふればりて‏ @Flavorytea  
Makuake でマルチライブモニター購入して届いたけど、電源コネクタのカバーがと
ても外れやすい。USB ケーブルの抜き差しですでに 3 回ぐらい行方不明になってし
まった。蓋の軸は反対側にすべきだったのでは・・・  #マルチライブモニター  
#Makuake 
 




い。  #マルチライブモニター  
 
2017 年 2 月 6 日   菌類‏ @o_kinrui  
クラウドファンディングで支援した jvc のマルチライブモニターが届いたんだぜ  
久々の新イヤホンでテンション上がる   
 
2018 年 3 月 20 日   井上の永遠‏ @arc_utopia05105  
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たユーザーのつぶやきが拡散されていることが確認できる。ハッシュタグ (13)#jvc や  #
マルチライブモニター、#Makuake などを用いて、群衆としての資源動員活動を行っ





一つの例を挙げれば、上記に示した「石毛輝」のフォロワー数は 58,337 名 (14)にもの









3.4  クラウドファンディング利用の経緯 
なぜ JVC ケンウッドが大企業であるにも係らずクラウドファンディングという事例
を用いたのか。前節でも示したように資源動員の正当化という観点でのクラウドファ
ンディング活用を示す事実として、CNET Japan が 2016 年 8 月 18 日に行ったインタ












(14) 2018 年 12 月 28 日現在。  
(15)JVC ケンウッドが新提案型イヤホンで選んだクラウドファンディングでのモノづくり 
https://japan.cnet.com/article/35086976/（閲覧：2018 年 12 月 10 日） 




































チライブモニターイヤホンは、STUDIO BLACK、INDIGO BLUE、VINTAGE BROWN
の 3 色を用意していますが、今までの感覚からすると結果的に STUDIO BLACK の数
量が一番出るだろうと思っていたんですが、現時点では INDIGO BLUE、VINTAGE 
                                                   
(17) 株式会社 JVCケンウッドメディア事業推進統括部シニアスペシャリスト、鯨岡伸二氏。 
(18) 株式会社 JVC ケンウッドメディア事業部プロダクツ事業統括部マーケティング 1 部 
企画 G グループ長、斉藤靖之氏。 
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質問 ;今後の動向を教えてください。  
 

































































ることが可能となるのである。本事例は JVC ケンウッドの 2016 年の有価証券報告書 (19)
                                                   
(19) JVC ケンウッド有価証券報告書 https://www.jvckenwood.com/ir/library/securities/












































































５．おわりに   
本研究は組織内で資源動員を正当化し切れない場合に外圧、すなわち黒船を利用し
て資源を動員し事業化に至らしめることが可能であることを、クラウドファンディン
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